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【1 分解説】訪問介護のタスクシェア・タスクシフトとは？ 

 総合調査部 副主任研究員 須藤 智也 

 

訪問介護のタスクシェア・タスクシフト（以下、タスクシェア・シフト）とは、従

来の訪問介護業務の一部を地域のリソースに共同化・移管することを指します。主な

リソースには、ボランティア、民生委員、家政士（家事代行サービスなど）、福祉的

就労機関（就労継続支援 A型・B型など）、退職後の高齢者、学生などが挙げられて

います。2026年度の厚生労働省予算概算要求で「タスクシェア・シフト推進支援事

業」として考え方が示されました。 

事業の目的は「介護人材の負担軽減」「地域における持続可能なサービス提供体制

の維持・強化」です。イメージ図（資料）では、訪問介護職員が身体介護などの専門

性を活かした支援に注力し、地域の多様なリソースが生活援助サービス（掃除、洗

濯、買物代行、外出支援など）を分担する様子が描かれています。今後は都道府県が

実施主体となり、訪問介護業務の切り分けに関するガイドライン作成、実証事業、マ

ッチング支援などを行うとされています。 

要介護認定者数の増加や介護人材の不足は喫緊の社会課題です。タスクシェア・シ

フトの進展は、地域全体で高齢者を支える体制のさらなる深化に一定の効果を発揮す

るという見方があります。一方、懸念として「訪問介護の質や専門性を維持できる

か」「介護報酬の仕組みとのバランスを保てるか」「業務分担がかえって事業所や職員

の負担を増やさないか」「利用者の金銭的負担は増えないか」といった点が指摘され

ています。社会課題の解決に資する事業となるか、今後の動向が注目されます。 
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資料 「訪問介護における人材確保のためのタスクシェア・タスクシフト推進支援事業」イメージ図 

 
（出所）厚生労働省「令和 8 年度概算要求の概要（老健局）の参考資料」（2025）より抜粋 

 

 
関連レポート 

・「多死社会のゆくえ(3)『在宅死・施設看取りは増えるのか？』～「最期の居場所」の将来展望を

考える～」（2025 年 7 月） 

https://www.dlri.co.jp/report/ld/485622.html 
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